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A.2011年1月26-27日を頂点とする霧島新燃岳大噴火の時間発展

B. 遠近の噴煙全景映像の写真解析

⇒小堀他，JpGU2019PapC002067, 霧島新燃岳2011噴火の映像解析



A. 新燃岳準プリニー式噴火はどのように始まったか

福岡・鹿児島気象台, 気象庁火山課, 気象研, 験震時報,77(2013),
火山研究者，Earth Planets Space, 65(2013), S.Nakada et al., 475-488 etc.
のまとめの問題点

a1．2008年からの噴気・白煙 ⇒ 連続灰煙の定常的放出
2011年1月19日未明の小噴火で初めて新鮮なマグマ物質を含む火山灰確認(まとめ)．
その後，1月22,25日, 26日14時頃まで連続灰煙放出

木下他，霧島新燃岳噴火の近赤外望遠観測と噴煙・黄砂の映像データベース，
第13回CEReS環境リモセンシンポ,千葉大, 2011.2.21

木下他，霧島新燃岳爆発噴煙の映像観測と衛星画像解析, JpGU,SVC070-P16,2011.
木下，霧島新燃岳噴火と災害危機対応, 日本の科学者,46,1120-1126, 2011
飯野他， 霧島新燃岳2011年噴煙の映像観測と移流解析, 熊本大教育紀要,自然科学, 60, 69-76, 2011
木下，霧島新燃岳噴火の望遠観測と衛星画像解析，地震研共同利用研究集会, 2011.11

a2. "静か"に始まった準プリニー式噴火 26日15時29分-
「まとめ」の14時49分- 前段階の 普通の脈動的噴出？



a2.準プリニー式噴火の始まり 「まとめ」の14時49分-





a2. 準プリニー式噴火 26日 15時29分に始まった！

眞木他，気象レーダによる火山噴火監視の可能性, JpGU,SVC54-07,2012.
Maki et al.,Proc. 9th Intrl. Symp. Troposheric Profiling, Italy, 2012.9







Note:

気象台 1月26日15:06-50 猪子石カメラの動画

15:29の黒煙噴出の前は、若干の脈動性はあるが

普通の連続的放出 (not shown here)





準プリニー式噴火 A の猛煙



準プリニー式噴火 26-27日
14時49分- 前段階の 普通の脈動的噴出
15時29分- “静か”に始まった ⇒ 風下では恐怖の猛煙

火山監視・防災の課題：爆発指標だけでなく
噴煙全景など動態把握を

a2. 結論



噴煙上昇の写真計測
焦点距離とカメラの向きによる上すぼまり・倒れこみ効果を評価

B. 噴煙映像の写真解析
木下，桜島爆発噴煙の動態解析，地震研共同利用研究集会，2015.12.21
木下・戸高，鹿大教育研究紀要自然科学編,46, 15-28, 1994
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新しい噴煙の映像解析プログラム

国土地理院の標高タイルから作成した稜線と映像内の地形をフィットして画像計測

稜線作成では地球の曲率を考慮，噴煙の海抜高度を精度良く見積もれる

屈曲鉛直グリッドも (風向の鉛直シヤーに対応)



噴煙映像 at B vs. 国見山Radar 水平断面分布





遠近の噴煙全景映像の写真解析 1.26_1620, 22



下宇宿和男氏 航空写真
(Nakada et al., EPS) ⇒
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